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『
オ
シ
ム
の
言
葉
』

木
村
元
彦
／
著

イ
ビ
ッ
ツ
ァ
・
オ
シ
ム
。

１
９
４
１
年
サ
ラ
エ
ボ
生
ま

れ
。
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、
ジ

ェ
フ
千
葉
を
変
え
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
選
手
の
巻
を
育
て
た
名
将

オ
シ
ム
の
半
生
。

人
の
心
を
動
か
す
言
葉
の

背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か
を

著
者
が
解
き
明
か
す
。
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全国コンクール

『課題図書』の紹介
課題図書の貸出しは、1人1冊

1週間までです。続けて借りる
ことはできません。

――
高高
等等
学学
校校
のの
部部
――

『
空
色
の
地
図
』

梨
屋
ア
リ
エ
／
著

中
学
生
と
い
う
大
人
の
入

り
口
で
、
自
分
が
嫌
い
に
な

っ
た
り
、
何
で
も
な
い
こ
と

で
ム
カ
つ
い
た
り
、
コ
コ
ロ

が
不
安
定
に
な
る
。

そ
ん
な
時
、
気
持
ち
が
前

向
き
に
な
り
、
生
き
て
ゆ
く

手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
一
冊

に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

――
中中
学学
校校
のの
部部
――

『
紅
玉
』

後
藤
竜
二
／
文

八
十
九
歳
の
父
が
、
り
ん

ご
の
季
節
に
な
る
と
き
ま
っ

て
語
り
だ
す
話
…
。
日
本
中

で
あ
っ
た
忘
れ
て
は
い
け
な

い
歴
史
的
事
実
。

『
ラ
イ
ト
兄
弟
は
な
ぜ
飛
べ
た
の
か
』

土
佐
幸
子
／
著

飛
行
機
を
発
明
し
た
ラ
イ

ト
兄
弟
。
彼
ら
は
、
な
ぜ
飛

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ

の
成
功
の
秘
密
を
紙
飛
行
機

を
折
り
な
が
ら
調
べ
、
解
き

明
か
し
ま
す
。

――
小小
学学
校校
高高
学学
年年
のの
部部
――

『
ダ
ニ
エ
ル
の
ふ
し
ぎ
な
絵
』

バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
／
作

か
わ
っ
た
絵
ば
か
り
を
描

く
娘
ダ
ニ
エ
ル
に
、
写
真
屋

の
お
父
さ
ん
は
普
通
の
絵
を

描
く
こ
と
を
勧
め
ま
す
が
…
。

愛
あ
る
家
族
の
物
語
で
す
。

『
イ
シ
ガ
メ
の
里
』

松
久
保
晃
／
文
・
写
真

子
ど
も
の
頃
に
故
郷
淡
路

島
で
見
つ
け
た
イ
シ
ガ
メ
。

動
物
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
著

者
が
、
産
卵
の
瞬
間
な
ど
、

野
生
の
イ
シ
ガ
メ
の
生
態
を

追
い
ま
す
。

――
小小
学学
校校
中中
学学
年年
のの
部部
――

『
ど
ん
な
か
ん
じ
か
な
あ
』

中
山
千
夏
／
ぶ
ん

自
分
に
で
き
て
人
が
で
き

な
い
事
、
ど
ん
な
感
じ
か
な

あ
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
大

人
も
子
ど
も
も
わ
か
る
か
も

し
れ
な
い
。
大
切
な
こ
と
が
。

『
あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね
』

星
川
ひ
ろ
子
・
星
川
治
雄
／
著

こ
ん
に
ち
は
　
あ
か
ち
ゃ

ん
　
こ
ん
に
ち
は
　
い
の
ち
。

生
ま
れ
て
か
ら
１
か
月
ご
と

に
一
枚
ず
つ
撮
っ
た
写
真
絵

本
。
あ
か
ち
ゃ
ん
て
ね
、
こ

ん
な
に
大
き
く
な
る
ん
だ
よ
。

――
小小
学学
校校
低低
学学
年年
のの
部部
――



［書名（分類）］ ［著者名等］

ティータイムに絵本を（019）
「いま、大人にすすめる絵本」プロジェクトチーム／編

六十歳から百名山（291） 米倉久邦
Under35“プチ富豪”への道（335） 『一週間』編集部
世界の学校（372） 二宮　皓
やっぱりやらなきゃ･耐震リフォーム（527）耐震リフォームいえづくり
高野優のコドモ・スクランブル（599） 高野　優
さらば大遺言書（778） 森繁久彌
スイッチ（913） さとうさくら
病の神様（914） 横尾忠則
悪魔と博覧会（936） エリック・ラーソン

【7月1日に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書　　　名］ ［著者名等］

ダ・ヴィンチ・コード　上･下 ダン・ブラウン
東京タワー リリー・フランキー
国家の品格 藤原正彦
愛のあとにくるもの 孔枝泳

コンジョン

がばいばあちゃん佐賀から広島へめざせ甲子園
島田洋七

40（フォーティ） 石田衣良
い ら

沖で待つ 絲山
いとやま

秋子
おいしいにんにく料理 佐野房

ふさ

千手観音の謎 平岩弓枝
午後の刺客 早瀬利之

【5月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め

る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２６
日
D

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

今
月
の
閉
館
日

４
日
C

１１
日
C

１８
日
C

２５
日
C

※
１７
日
B
は
祝
日
開
館
し
ま
す
。

※
７
月
は
館
内
整
理
を
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先
　
2
９５
―

３
９
９
９

『
花
火
』

日
本
で
一
番
最
初
に
花
火
を
見
た
の
は
、

徳
川
家
康
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
駿
府
城

に
英
国
王
の
使
者
が
花
火
を
扱
う
中
国
人

を
連
れ
て
訪
れ
、
竹
の
筒
か
ら
木
炭
の
火

の
粉
を
噴
き
出
す
単
純
な
花
火
を
供
覧
し

ま
し
た
。
華
や
か
で
珍
し
く
、
こ
れ
に
い

た
く
感
動
し
た
家
康
が
、
砲
術
隊
に
生
誕

地
三
河
岡
崎
へ
技
術
を
持
ち
帰
ら
せ
伝
え

た
の
が
、
日
本
の
花
火
の
起
源
で
あ
り
、

今
も
伝
わ
る
雄
荘
な
手
筒
花
火
で
す
。

そ
の
後
、
将
軍
吉
宗
が
悪
疫
除
け
に
水

神
祭
を
開
き
、
両
岸
の
水
茶
屋
が
献
上
花

火
を
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
諸
大
名
の
下
屋

敷
が
建
ち
並
ぶ
大
川
端
（
隅
田
川
）
で
花

火
の
打
ち
上
げ
が
流
行
し
、
納
涼
の
催
し

と
し
て
各
地
に
広
ま
り
ま
し
た
。

世
界
で
最
も
精
巧
で
華
麗
と
い
わ
れ
る

日
本
の
花
火
大
会
は
、
全
国
で
毎
年
、
約

三
千
か
所
以
上
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
花
火
大
会
に
行
こ
う
』

新
潮
社

『
四
季
の
花
火
を
見
に
行
こ
う
』

講
談
社
カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク

『
花
火
師
の
仕
事
』

無
明
社
出
版

◎
児
童
書

『
花
火
』

偕
成
社

『
伝
統
美
を
表
現
す
る
仕
事
　
花
火
師
・

和
菓
子
職
人
・
歌
舞
伎
役
者
』

ほ
る
ぷ
出
版

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気気
にに
なな
るる
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
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〜
　
お
・
知
・
ら
・
せ
　
〜

夏夏
休休
みみ
おお
はは
なな
しし
会会

『『
おお
はは
なな
しし
ひひ
ろろ
ばば
』』

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
お
は
な
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」

に
よ
る
「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
を
お
こ

な
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

日
時

７
月
２３
日
A

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

中
央
公
民
館
２
階
　
視
聴
覚
室

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、

紙
芝
居
　
ほ
か

対
象

幼
児
ま
た
は
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者
、
兄
弟

学学
習習
室室
をを
開開
放放
しし
まま
すす

夏
休
み
の
期
間
中
、
学
習
を
さ
れ
る

方
に
学
習
室
を
開
放
し
ま
す
。

場
所

中
央
公
民
館
２
階
　
C
会
議
室

時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

期
間

７
月
１９
日
D
か
ら
８
月
３１
日
E

※
火
曜
日
を
除
く

特特
別別
開開
館館
しし
まま
すす

利
用
の
多
く
な
る
夏
の
間
、
月
曜
日

を
特
別
に
開
館
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

７
、
８
月

●
郷
土
資
料
紹
介

図
書
館
で
は
、
大
口
に
関
す
る
印
刷
物

（
本
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）
を
集
め
て
い

ま
す
。
収
集
し
た
資
料
は
「
郷
土
資
料
」

と
し
て
、
分
類
番
号
の
前
に
「
Ａ
」
を
付

け
て
書
庫
に
保
存
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
生
に
お
い
て
大
口
町
に
か
か

わ
っ
た
方
々
の
自
分
史
の
寄
贈
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

【
伝
記
】堀

尾
吉
晴

島
田
成
矩
／
著

自
分
史
（
寄
贈
本
）

母
想
う
心

江
口
一
男
／
著

我
が
人
生
に
悔
い
は
な
し廣瀬

春
雄
／
著


